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１
月
29
日
（
木
）
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
令
和
７
年
度
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。「
小
地
域
活
動
の
こ
れ
か
ら
を
拓
く
」

を
テ
ー
マ
に
武
庫
川
女
子
大
学
の
松
端
克
文
教
授
の
講
義
の
後
、
寝
屋
川
市
と
河
内
長

野
市
の
実
践
活
動
報
告
が
あ
り
、
寝
屋
川
市
か
ら
は
、
孤
独
死
問
題
を
き
っ
か
け
に
、

孤
立
・
孤
独
に
真
剣
に
向
き
合
い
「
見
守
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
さ
れ
る
等
、
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

河
内
長
野
市
か
ら
は
、
地
域
福
祉
活

動
を
「
計
画
」
か
ら
「
形
」
へ
、
確

実
に
実
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
報
告
が

あ
り
、
地
域
組
織
の
枠
を
超
え
た
連

携
で
助
け
合
い
組
織
が
「
形
」
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
大
変

参
考
と
な
る
テ
ー
マ
で
し
た
の
で
、

自
身
の
今
後
の
活
動
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。厚 

海 

英 

行

（2）

令 和 ８ 年 度 専 門 部 会 事 業 計 画
 

全
校
で
民
生
委
員
主
任
児
童
委
員
と
小
学
校
の
校
長
先
生

教
頭
先
生
と
の
情
報
交
換
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
の
遊
び
場
が
年
々
減
っ
て
き
て
お
り
、
小
学
校
の
校

庭
の
開
放
を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
各
地
区
で
様
々
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
長
期
休
み
中
に
公

民
館
を
開
放
し
て
い
る
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て

公
園
を
整
備
し
て
い
る
、
小
学
校
と
一
緒
に
昔
遊
び
を
教

え
る
会
を
催
し
て
い
る
、
子
ど
も
会
解
散
後
、
代
わ
り
の

行
事
を
行
う
地
区
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
で
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
一
年
生
の
補
助
や
子
ど
も
た
ち
と

遊
び
な
が
ら
の
見
守
り
の
お
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。

三 

屋 

満 

美

小 

学 

校 

区 

情 

報 

交 

換 

会

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修

　毎年のように集中豪雨や地震などによる大規模災害が
全国で頻発している今日、日頃から災害で命をなくさな
いためには何が大切なのかを講習・部会研修を通して防
災意識を高められるように取り組んでいけたらと思いま
す。

　毎月１回主任児童委員定例会を開催し、子育て総合支
援センターと市内の見守り家庭情報交換。
　こんにちは赤ちゃん訪問等をはじめ子育て関連機関の
研修及び講演会に参加また子育てに関する事業協力をし
ます。

　出前講座では、レイアウト・見出しのつけ方など研修
を受け、今後の誌面作りに生かすための貴重な情報を得
ます。研修を通じて、年３回、部員８名全員で、『読ま
れる！広報誌』の制作に取り組みます。

　少子化が急激に進むなか政府の進める「子どもまんな
か政策」を地域で出来る事を民生委員として少しでも進
めていけたらと思います。

　緊急時における対処法のスキルを身につける等、技術
面、知識面さまざまな事を習得する一年にしていきたい
と思います。

生活福祉部会生活福祉部会

◦９月　��部会研修
　　　　「社会福祉法人 湘南学園」

◦�５月　�部会研修
　　　　「救命講習」
◦�11月　部会研修
　　　　「四條畷市の歴史」

◦７月　�部会研修
　　　　「出前講座」
◦�民児協なわて３回発行

◦�河北ブロック主任児童委員連絡
会に出席

◦�子育て総合支援センターの活動
に支援・協力

◦子育て関係機関連絡会に参加
◦�主任児童委員 PR 活動・子育て

サロン支援

◦�５月　�部会研修
　　　　「阿倍野防災センター」
◦�10月　�部会研修
　　　　「北淡震災記念公園」

部会長  成 見 千津子部会長  成 見 千津子

児童福祉部会児童福祉部会
部会長  治郎丸 昭 夫部会長  治郎丸 昭 夫

広 報 部 会広 報 部 会
部会長  奥 田 洋 子部会長  奥 田 洋 子

主任児童委員部会主任児童委員部会
部会長  旭　恵美里部会長  旭　恵美里

災害時活動部会災害時活動部会
部会長  山 口 典 子部会長  山 口 典 子
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４
月
２
日
（
木
）「
わ
か
ば
会
」
春
の
野
外
活
動
で
「
奈
良

金
魚
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
行
き
ま
し
た
。
館
内
に
は
身
近
な
品

種
か
ら
希
少
種
ま
で
約
40
種

類
の
金
魚
が
さ
ま
ざ
ま
な
ス

タ
イ
ル
の
水
槽
や
装
飾
で
彩

ら
れ
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
優
雅
に
美
し

く
流
れ
る
よ
う
に
泳
い
で
い

る
様
子
を
写
真
に
撮
り
、
と

て
も
綺
麗
で
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
昼
食

を
楽
し
み
、
道
の
駅
「
ク
ロ
ス
ウ
エ
イ
な
か
ま
ち
」

で
買
い
物
を
し
た
他
、
車
窓
か
ら
お
花
見
も
出
来
ま

し
た
。
皆
様
の
素
敵
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
元
気
に
な
れ
る
活
動
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。兼 

松 

小
夜
子

　

昨
年
度
よ
り
、
地
区
福

祉
委
員
会
主
催
の
「
こ
ど

も
見
守
り
」
と
し
て
、
学

校
の
長
期
休
暇
中
、
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
作
り
の

た
め
公
民
館
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
家
で
留
守
番
を
し

て
い
る
子
ど
も
を
不
安

に
思
う
共
働
き
家
庭
も
多

く
、
こ
の
活
動
の
必
要
性

を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自
由
に
過
ご
し
、
大

人
は
ケ
ガ
等
が
無
い
よ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
出
会
っ
た
子
ど
も
と
の
関
係
も
「
知
ら
な
い
大
人
」

か
ら
「
顔
見
知
り
の
大
人
」
に
変
わ
り
ま
す
。
最
終
日
に
は
「
次
の
休
み
に
ま
た
ね
」

と
元
気
に
帰
っ
て
い
く
子
ど
も
の
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

稲 

川 

裕
美
子

　

３
月
は
別
れ
の
月
、
卒
業
の
月
、

市
内
の
小
中
学
校
も
卒
業
式
を
終
え

ま
し
た
。
岡
山
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
も
卒

業
で
す
。小
中
学
校
と
違
い
月
二
回
、

二
時
間
程
度
の
交
流
で
し
た
。
小
中

学
生
の
卒
業
式
と
違
う
の
は
、
主
人

公
の
子
ど
も
が
卒
業
の
こ
と
が
よ
く

わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
証
書
を
渡
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
３
月
19
日
（
木
）
の
サ
ロ
ン
の

最
後
の
時
間
に
清
水
委
員
長
か
ら
証

書
と
記
念
品
の
絵
本
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
五
人
の
子
ど
も
が
巣
立
ち
、
福
祉
委
員
一

同
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

大 

谷 

孝 

之

　

令
和
６
年
度
９
月
よ
り
第
３

土
曜
日
に
上
田
原
集
会
所
で

『
つ
な
が
る
広
場
』
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。

足
腰
の
弱
い
方
は
「
田
原
コ
ネ

ク
ト
カ
ー
ト
」
で
送
迎
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
毎
回
多
く

の
方
が
集
ま
り
ま
す
。
内
容

は
、
モ
ル
ッ
ク
で
の
グ
ル
ー
プ

対
戦
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
身
体

を
ほ
ぐ
す
体
操
な
ど
、
最
後
は

お
茶
と
お
菓
子
を
囲
ん
で
賑
や

か
に
会
話
を
楽
し
み
ま
す
。「
ま

た
来
月
ね
」
と
い
う
声
を
聞
く

た
び
、
地
域
に
こ
の
場
が
定
着

し
て
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

奥 

田 

洋 

子

雁

屋

地

区

雁

屋

地

区

中

野

新

町

地

区

中

野

新

町

地

区

上

田

原

地

区

上

田

原

地

区

岡

山

地

区

岡

山

地

区

地 域 活 動
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２
月
９
日
（
月
） 

鎌
田
敏
氏
に
よ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
と
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
講
演
は
受
講
者

参
加
型
で
進
み
、
受
講
者
も
声
を
出
し
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
他
の
参
加
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

メ
ン
タ
ル
に
お
け
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
心
の
回

復
力
や
柔
軟
性
、
適
応
力
な
ど
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て

し
な
や
か
な
強
さ
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
強
さ

で
す
。
ま
た
、
仲
間
同
士
の
支
え
合
い
、
地
域
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
挨
拶
や
傾
聴
な
ど
、「
あ

な
た
は
独
り
で
は
な
い
で
す
よ
」「
私
た
ち
は
こ
こ

に
居
ま
す
よ
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
最
後
に
、「
民
生
委
員
自
身
が
ス
ト
レ
ス

を
た
め
ず
、
自
分
自
身
の
心
も
健
康
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
笑
顔
の
輪
を
咲
か
せ
て

く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　

﨑 

野 

和 
子

（4）

大　田　雅　美

社会福祉事務職員に対する府民児協連会長感謝状
元四條畷市社会福祉協議会

（敬称略）

自転車のルール変更
・4月から自転車の違反も反則金
　（青切符）の対象に

新木本　多佳子

稲　川　裕美子

野　村　孝　治

林　　　範　彦

　一斉改選に伴い広報部員も一新。
　より多くの人に読んでもらえる紙面
づくりに頑張ります。

土　井　まさ子

三　屋　満　美

大　谷　孝　之

奥　田　洋　子

広 報 部 員 紹 介

　　　　 （前任）大 田 雅 美 さん
　　　　 （新任）吉 田 愛 実 さん
　大田さん、３年間ありがとうございました。
　吉田さん、よろしくお願いいたします。

令和８年度の人事異動により民事協の担当者がかわりました。

人 事 異 動

お め で と う ご ざ い ま すお め で と う ご ざ い ま す

　

２
月
16
日
（
月
）
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
で
広
報
活

動
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
株
式
会
社

エ
ス
フ
ェ
ク
ト　

窄
口
真
吾
氏
に
よ
る
～
「
伝
わ
る
」

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
方
法
～
の
講
習
を
う
け
ま
し
た
。
講

習
後
、
５
・
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
講
義
で
教
え

て
も
ら
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
「
サ
ロ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
の

お
知
ら
せ
」
を
模
造
紙
に
作
成
し
ま
し
た
。
発
表
で
は
、

ユ
ニ
ー
ク
で
上
手
な
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
る
作
品
に

は
、
歓
声
の
よ
う
な
優
し
い
笑
い
声
、
全
て
の
グ
ル
ー

プ
に
高
評
価
（
お
褒
め
の
言
葉
）
を
も
ら
い
ま
し
た
。

研
修
終
了
予
定
時
間
が
過
ぎ
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

大 

谷 

孝 

之

広
報
部
会 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

福
祉
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
研
修

『民児協なわて 132 号』で退任委員の紹介で
名前に誤りがありましたので訂正しお詫び
いたします。
 （誤）河江和美さん　 （正）阿江和美さん


